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お節介がこの世を救う！！
神奈川県　川崎市立京町中学校　２年

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あらしろ),新城)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いぶき),伊吹)
うちの母は世で言う「お節介な人」だ。街で困っている人がいれば声を掛け、忘れ物を届けたり、目に余るマナー違反をする人がいれば直接注意もするし、知らない子供も叱る。一度は近所のスーパーで万引きをしようとしていた中学生位の男の子に「何してんの？レジでお金を払いなさい。見ててあげるから。」
と注意をし、男の子が支払いをしお店を出るまで見届け一緒に居た僕と父をハラハラさせた事もあった。その時父は「逆ギレされて何かされたら危ないじゃないか。」と母に言っていた。確かに今回はたまたま相手が引いて何事もなく済んだが、もしかしたら何か仕返しをしてくる可能性もあるなと思った。特に、最近のニュースなどを見ていると逆恨みなどから大きな事件に発展する事もあるので、見て見ぬ振りをして自分の身を守る人が多いのだと思った。そうなると途端に母の身が心配になり始め僕も父と一緒になり「そういうのやめた方がいいよ。」と言った。母は「自分の子があんな事してたらと思うと悲しいから、いけない事はいけないと言う。」の一点張りだった。
　母の考えは単純だ。
もしも自分だったら・・・
もしも自分の家族だったら・・・
もしも自分の子供だったら・・・
自分自身や身近な人に置き換えて考えてしまうようだ。特に見聞きした色んな出来事を僕に変換してしまう事が多いらしく、良くテレビを見ていてもよく泣いている。その時母の頭の中ではテレビで起きている悲しい出来事が僕の身に起きている事になっているようでビックリする程うぉんうぉん泣く。母の想像の中では僕は何度も重い病気になり、事故の遇い、悲しい境遇の中で健気に生きる子供になってきた。実際の僕は健康そのもので元気なので家族は母の想像力が豊かな所に感心する反面、泣き虫な所に呆れている。
　しかし想像力は大事だと思う。相手が今どんな気持ちでいるのか、自分に関係のない出来事だと思える事も自分の家族や子供、身近な人に置き換えて考えると他人事とは思えなくなるのである。遠くで起きた災害などの時ももし、自分たちだったらと思う事で募金などの協力が出来るし、街で困っている知らないお爺さんやお婆さんが自分の祖父や祖母だと思えば手を差し伸べたくなるはずだ。
　みんなが想像力を働かせれば、自分の家族や子供にする様に優しく接することが出来るようになると思う。
うちの母は世でいう「お節介な人」だ。でもそんなお節介が誰かの家族や子供を助けているのかもしれないと感じる。これから犯罪や非行のない社会づくりのために自分たちができる小さなことは、どんなことでも自分に関係のない事だと最初から決め付けずまずは自分だったらと想像をはたらかせ相手の立場に立ち考え行動することだと思う。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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